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平成２６年第４回防府市議会定例会会議録（その１） 

 

○平成２６年９月２日（火曜日） 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議事日程 

平成２６年９月２日（火曜日）   午前１０時 開会 

   １ 開  会 

   ２ 会議録署名議員の指名 

   ３ 会期の決定 

   ４ 推薦第 ３号 人権擁護委員候補者の推薦について 

   ５ 選任第 ３号 防府市教育委員会委員の選任について 

   ６ 報告第２３号 防府地域振興株式会社の経営状況報告について 

   ７ 報告第２６号 契約の報告について 

   ８ 報告第２７号 変更契約の報告について 

   ９ 報告第２４号 平成２３年度及び平成２４年度決算に基づく健全化判断比率の

修正の報告について 

   10 報告第２５号 平成２５年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の

報告について 

   11 認定第 １号 平成２５年度決算の認定について 

     議案第７０号 平成２５年度防府市水道事業剰余金の処分について 

     認定第 ２号 平成２５年度防府市上下水道事業決算の認定について 

   12 議案第７１号 防府市避難行動要支援者名簿の提供に関する条例の制定につい

て 

   13 議案第７２号 防府市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の制定について 

     議案第７３号 防府市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める

条例の制定について 

     議案第７４号 防府市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の制定について 

   14 議案第７５号 防府市手数料条例中改正について 

   15 議案第７６号 防府市営住宅設置及び管理条例中改正について 

   16 議案第７７号 防府市保育所における保育に関する条例の廃止について 
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   17 議案第７８号 平成２６年度防府市一般会計補正予算（第３号） 

   18 議案第７９号 平成２６年度防府市競輪事業特別会計補正予算（第１号） 

     議案第８０号 平成２６年度防府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

     議案第８１号 平成２６年度防府市駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 

     議案第８２号 平成２６年度防府市交通災害共済事業特別会計補正予算（第１号） 

     議案第８３号 平成２６年度防府市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

     議案第８４号 平成２６年度防府市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

   19 議案第８５号 平成２６年度防府市水道事業会計補正予算（第１号） 

     議案第８６号 平成２６年度防府市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○本日の会議に付した事件 

目次に記載したとおり 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○出席議員（２４名） 

       １番  久 保 潤 爾 君      ２番  橋 本 龍太郎 君 

       ３番  木 村 一 彦 君      ４番  清 水 浩 司 君 

       ５番  藤 村 こずえ 君      ６番  和 田 敏 明 君 

       ８番  田 中 敏 靖 君      ９番  中 林 堅 造 君 

      １０番  三 原 昭 治 君     １１番  山 田 耕 治 君 

      １２番  重 川 恭 年 君     １３番  髙 砂 朋 子 君 

      １４番  山 本 久 江 君     １５番  安 村 政 治 君 

      １６番  吉 村 弘 之 君     １７番  上 田 和 夫 君 

      １８番  松 村   学 君     １９番  田 中 健 次 君 

      ２０番  山 下 和 明 君     ２１番  山 根 祐 二 君 

      ２２番  安 藤 二 郎 君     ２３番  河 杉 憲 二 君 

      ２４番  今 津 誠 一 君     ２５番  行 重 延 昭 君 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○欠席議員（１名） 

       ７番  平 田 豊 民 君 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○説明のため出席した者 

  市 長 松 浦 正 人 君  副 市 長 中 村   隆 君 
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  教 育 長 杉 山 一 茂 君  代 表 監 査 委 員 中 村 恭 烋 君 

  総 務 部 長 吉 川 祐 司 君  総 務 課 長 林   慎 一 君 

  総 合 政 策 部 長 持 溝 秀 昭 君  生 活 環 境 部 長 福 谷 眞 人 君 

  健 康 福 祉 部 長 藤 津 典 久 君  産 業 振 興 部 長 山 本 一 之 君 

  産 業 振 興 部 理 事 熊 谷 俊 二 君  土木都市建設部長 金 子 俊 文 君 

  入 札 検 査 室 長 金 谷 正 人 君  会 計 管 理 者 桑 原 洋 一 君 

  農業委員会事務局長 末 岡   靖 君  監査委員事務局長 藤 本   豊 君 

  選挙管理委員会事務局長 福 田 直 之 君  消 防 長 牛 丸 正 美 君 

  教 育 部 長 原 田 知 昭 君  上 下 水 道 局 次 長 大 田 隆 康 君 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○事務局職員出席者 

  議 会 事 務 局 長 中 村 郁 夫 君  議 会 事 務 局 次 長 中 司   透 君 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

午前１０時    開会 

○議長（行重 延昭君）  ただいまから、平成２６年第４回防府市議会定例会を開会いた

します。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 欠席の届け出のありました議員は、平田議員であります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  会議録署名議員の指名   

○議長（行重 延昭君）  本日の会議録署名議員を御指名申し上げます。５番、藤村議員、

６番、和田議員、御両名にお願い申し上げます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  会期の決定   

○議長（行重 延昭君）  会期についてお諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、本日から１０月２日までの３１日間としたいと思いますが、これ

に御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、今期定例会の会期は、本

日から１０月２日までの３１日間と決定をいたしました。 

 議事日程につきましては、お手元に配付しております日程に基づいて進行したいと思い

ますので、よろしく御協力のほどお願いを申し上げます。 
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癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  推薦第３号人権擁護委員候補者の推薦について   

○議長（行重 延昭君）  推薦第３号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  推薦第３号人権擁護委員候補者の推薦について御説明いたしま

す。 

 本案は、人権擁護委員のうち吉村晴枝氏の任期が１２月３１日をもって満了となります

ので、引き続き推薦いたすことにつきまして、人権擁護委員法の規定により議会の御意見

をいただくため提案するものでございます。御賛同をいただきますようお願い申し上げま

す。 

○議長（行重 延昭君）  本件に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  質疑を終結してお諮りいたします。本件については、委員会付

託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、討論を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  討論を終結してお諮りいたします。本件については、これに同

意することに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、推薦第３号については、

これに同意することに決しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  選任第３号防府市教育委員会委員の選任について   

○議長（行重 延昭君）  選任第３号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  選任第３号防府市教育委員会委員の選任について御説明申し上

げます。 

 本案は、防府市教育委員会委員のうち杉山一茂委員の任期が１０月３日をもって満了と

なりますので、引き続き委員としてお願いするものでございます。 
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 杉山委員には、平成２２年１０月以来、教育委員会委員として、また同時に教育長とし

て、本市教育行政の運営に御尽力をいただいており、教育委員として適任であると考えて

おります。 

 よろしく御審議の上、御同意を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君）  本件につきましては、御本人が議場におられますので、しばら

くの間、退席をお願いいたします。 

        〔教育長 杉山 一茂君 退席〕 

○議長（行重 延昭君）  本件に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  質疑を終結してお諮りいたします。本件については、委員会付

託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、討論を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  討論を終結してお諮りいたします。本件については、これに同

意することに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、選任第３号につきまして

は、これに同意することに決しました。 

        〔教育長 杉山 一茂君 入場〕 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  挨拶   

○議長（行重 延昭君）  ここで、ただいま防府市教育委員会委員に選任をされました杉

山一茂氏から挨拶をしたい旨の申し出がありますので、これを許可いたします。お願いい

たします。 

        〔教育長 杉山 一茂君 登壇〕 

○教育長（杉山 一茂君）  皆様、おはようございます。このたび市議会の皆様の御同意

を得まして、再び教育委員に選任されました杉山一茂でございます。身の引き締まる思い

で、この場に立たせていただいております。 

 法の改正によりまして、来年４月から教育委員会制度が大きく変わります。このたびは

その移行前ではございますが、今後、法改正の趣旨に考慮した取り組みが必要になってく

ると思っております。 



－6－ 

 そうしたことから教育委員といたしまして、多くの教育問題、さらには市の教育的課題、

市民の皆様の御意見、御期待、そうしたものに迅速かつ的確に対応していくことが重要と

考えております。 

 本市では、私たち大人が子どもを見守り育てる、そうした教育風土はどこのまちにも負

けないとした「教育のまち 日本一」を大きな目標と掲げまして、コミュニティスクール

をはじめとしたさまざまな取り組みをしてきております。この実現に向けまして、微力で

はありますが、誠実に職務に励んでまいりたいと思っております。 

 市議会の皆様の今後一層の御指導、御鞭撻をお願い申し上げまして、教育委員拝命の御

挨拶とさせていただきます。何とぞよろしくお願い申し上げます。ありがとうございまし

た。（拍手） 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  報告第２３号防府地域振興株式会社の経営状況報告について   

○議長（行重 延昭君）  報告第２３号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  報告第２３号防府地域振興株式会社の経営状況報告について御

説明申し上げます。 

 まず、平成２５年度の決算でございますが、お手元の事業報告、貸借対照表、損益計算

書、株主資本等変動計算書及び附属明細書にお示ししておるとおりでございます。 

 事業の内容につきましては、「ルルサス防府」の公共公益施設部分については防府市へ

の賃貸を、駐車場施設については時間貸し等による営業をそれぞれ行っております。 

 次に、平成２６年度の事業計画でございますが、施設の利便性確保と適切な運営管理に

努めてまいります。 

 以上、概要を御説明申し上げ、報告にかえさせていただきます。 

○議長（行重 延昭君）  本件に対する質疑を求めます。３番、木村議員。 

○３番（木村 一彦君）  事業報告にあります、（「何ページですか」と呼ぶ者あり）議

案書の１６ページです。上から７行目の売上原価は公共床部分６，６００何がし円、この

売上原価というのは、この場合どういうものになるんでしょうか。売上原価。 

○議長（行重 延昭君）  産業振興部長。 

○産業振興部長（山本 一之君）  売上原価ですが、事業するためのいわゆる保険料とか

消耗品あるいは修繕費、それから業務委託料ですね。そういったものに加えまして、税金

等も含めた光熱水費、もろもろのいわゆる経費になります。 
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 以上でございます。 

○議長（行重 延昭君）  ３番、木村議員。 

○３番（木村 一彦君）  ちょっとよく聞こえなかったんですけれども、つまり市が借り

ている公共床部分がありますね。これのいわゆる家賃、これが売り上げになるわけですけ

れども、この公共床部分の貸し料、家賃、これから売上原価を引いたものが利益というこ

とになっております。だから家賃の原価というと、今言われたような諸経費を指すんです

か。 

○議長（行重 延昭君）  産業振興部長。 

○産業振興部長（山本 一之君）  家賃を当然いただいていますが、具体的には市のほう

からいただくんですけど、それをいただくためにいろんな施設の建物に保険をかけたりと

か修繕をしたりといった、そういった経費が売上原価です。だから、その家賃から売上原

価を引いたものがいわゆる利益ということになります。よろしいですか。 

 以上です。 

○議長（行重 延昭君）  ３番、木村議員。 

○３番（木村 一彦君）  それともう１つは、済みません、人件費が載っていたんです

が癩癩２１ページの販売費及び一般管理費の明細というところで、給料及び手当４９８万

３，０００何がし円となっています。これは何人分の給料でしょうか。 

 それから、もう１つは委託料、これは２１０万何がし円になっています。これは委託料

の中身はどういうものか教えていただきたいと思います。 

○議長（行重 延昭君）  産業振興部長。 

○産業振興部長（山本 一之君）  まず、給料及び手当ですけど、これは職員２名の人件

費になります。 

 それから、委託料につきましては、公認会計士に監査をお願いしていますので、その監

査の委託料でございます。 

 以上です。 

○議長（行重 延昭君）  ほかにありますか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  以上で報告第２３号を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  報告第２６号契約の報告について   

○議長（行重 延昭君）  報告第２６号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 
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        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  報告第２６号契約の報告について御報告申し上げます。 

 本案は、議決事件に該当しない契約及び財産の処分についての報告に関する条例第３条

第１項の規定により、防府市公共下水道防府浄化センターの長寿命化（第１期）工事委託

に関する協定につきまして御報告申し上げるものでございます。 

 報告いたします協定は、防府浄化センター長寿命化計画実施設計に基づき、本年度から

実施いたします第１期工事の分流沈砂池ポンプ施設及び汚泥処理監視設備の機械・電気設

備工事について、日本下水道事業団法に基づく国の認可法人であります日本下水道事業団

と工事委託の協定を締結したものでございます。 

 これをもちまして報告にかえさせていただきます。 

○議長（行重 延昭君）  本件に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  以上で報告第２６号を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  報告第２７号変更契約の報告について   

○議長（行重 延昭君）  報告第２７号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  報告第２７号変更契約の報告について御説明申し上げます。 

 本案は、議決事件に該当しない契約及び財産の処分についての報告に関する条例第３条

第１項の規定により、防府市クリーンセンター整備・運営事業に係る契約モニタリング業

務委託契約の変更契約につきまして御報告申し上げるものでございます。 

 報告いたします契約は、お手元にお示しいたしておりますとおり平成２２年４月２８日

に株式会社日本総合研究所と締結いたしました防府市クリーンセンター整備・運営事業に

係る契約モニタリング業務委託契約について、契約金額及び契約期間を変更したものでご

ざいます。 

 これをもちまして報告にかえさせていただきます。 

○議長（行重 延昭君）  本件に対する質疑を求めます。３番、木村議員。 

○３番（木村 一彦君）  ３７ページの変更契約の報告について最初の行からちょっとお

尋ねしますが、そもそも整備運営事業に係る契約モニタリング業務委託、これはモニタリ

ングという言葉が最近盛んに出てまいりますが、私何回聞いてもよくわからないんですが、

要するに契約モニタリング業務委託というのは、どんな業務を委託するんでしょうか、そ
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れを１つ。 

 それから、これは工期の延長などによって金額を変更したということです。この延長の

理由は何なのか、この２点についてちょっと御説明いただきたいと思います。 

○議長（行重 延昭君）  生活環境部長。 

○生活環境部長（福谷 眞人君）  今２点につきまして御質問いただきましたので御答弁

させていただきます。 

 まず、モニタリング業務と申しますのは、平成２２年度から開始しておりますが、これ

はクリーンセンターの建設事業及び旧施設の解体工事に係る建設工事等の管理、進行管理

及び現場管理等いろいろ管理業務がございますが、これを株式会社日本総合研究所のほう

に委託をして、当初から工事管理を行っていただいておるものでございます。 

 それと、工期の延長につきましては、先般の臨時議会で可決していただいておりますク

リーンセンターの旧施設の解体工事の分につきまして、土壌対策汚染法の関係で工事が延

長することになりましたので、そのときに７月いっぱい３１日までの工事の期間延長をお

願いしておりまして御承認いただいたわけでございますが、それにつれまして、このモニ

タリング業務も７月の末まで延長せざるを得なくなったということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（行重 延昭君）  ３番、木村議員。 

○３番（木村 一彦君）  延長の理由はよくわかりました。それでモニタリング業務につ

いて再度お尋ねしますけれども、要するに工事の管理、工事の進捗状況を管理するという

業務を委託するということですが、市の事業をちゃんとやっているかどうか、要するに管

理するということなんで。それをまた民間の業者に委託するということはどういうことな

んでしょうか。 

 つまり、その委託した先がきちんとまた正しく管理をしてるかどうかというの、誰かま

た市がチェックしなきゃいけないわけですね。市が本来なら直接、この工事はきちんと正

当に正しくやられているかどうか、もちろん市がチェックする義務があるわけですけれど

も、それを民間の業者に委託してやってもらうと。これ、二重にチェックをしなきゃいけ

ない。このモニタリング業務を委託した、今度は市が、またこの会社がちゃんとやってい

るかどうかチェックしなきゃいけないということになるんじゃないでしょうか。どうして

そういうことをやるんでしょうか。 

 私は、このクリーンセンターの、当初から、このモニタリング業務というのは不可解だ

なというふうに思っています。なぜ市が直接やらないのか。あるいはやらないにしても、

公平性、透明性が、業者に委託してどうやって担保されるのか。その辺が極めて私は不可
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解だと思っておりますが、御説明をお願いしたいと思います。 

○議長（行重 延昭君）  生活環境部長。 

○生活環境部長（福谷 眞人君）  モニタリング事業業務につきましては、今回のクリー

ンセンターの建設事業、当初からこの方法で行っておるわけでございますが、今、議員御

質問のように、このクリーンセンターの建設事業、大変大きな、高度な技術を必要とする

事業でございまして、私ども職員にとりましても最大の力を尽くして管理等は行っている

わけでございますが、どうしても職員だけでは管理しきれない高度な知識、技術等が必要

でございますので、こういう専門的な知識、技術を持った業者にどうしても管理をお願い

せざるを得ないということになりましたわけで、２２年度からお願いしたものでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（行重 延昭君）  ３番、木村議員。 

○３番（木村 一彦君）  市が直接管理できない専門的な知識が要るということですが、

そういうものが本来あってはおかしいと思いますね。自分が管理できないものを発注する

ということはおかしいと思うんですよ。 

 それで、最終的にはこのモニタリングを委託した業者を市が信用するしかない、こうい

うことになりますね。公平性とか客観性というのはどこで担保されるかわかりません。信

用するしかない。この人らがベテランでよく知っているから、この人たちの判断に従うと。

結局民間の最後は言いなりになるしかない、悪く考えればですよ。正しく工事をちゃんと

やっていないことがあったとしたら、それは民間の業者の思いのままと、市はその言うと

おりに従うしかないと、こういうことになるわけですね。その辺、極めて私はこのモニタ

リングという手法が、これからまかり通っていくんだとすれば大いに問題だと思うんです

けど、その辺に対してどうお考えでしょうか。 

○議長（行重 延昭君）  生活環境部長。 

○生活環境部長（福谷 眞人君）  ただいまの御質問でございますが、確かに議員おっし

ゃいますように、市の職員の技術の向上も当然必要だろうと思います。今回のこのクリー

ンセンターの建設工事につきまして、当然市の職員も責任を持ってこれを管理しておるわ

けでございますが、市としての考え方、当然技術、知識の上での建設業者に対する指導と

かいうのは行っておりまして、その上でどうしても私どものほうの市の職員で賄えない知

識等がございました場合、当然、この日本総合研究所という企業の事業者とよく協議を行

いまして、とことん協議を行いまして私ども市の職員が納得できる点を突き詰めていくと

いう作業をずっと繰り返してきたわけでございます。 
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 その上で、ただ長い工事期間でもございましたし、技術的なものもありましたので、こ

ういった専門の業者に責任を持って管理を任せていくというのが、どうしても必要な点だ

ろうというふうに考えております。 

 今後とも、もしこういうことが必要であれば、どうしても採用せざるを得ないとは思い

ますが、当然市も責任を持って管理していくというのは当然だろうと思っております。 

 以上でございます。 

○３番（木村 一彦君）  ３回目になりましたので一言だけ。この日本総研というところ

が建設工事を担当する川崎重工でしたか、川崎さんとの関係を重視して、市との関係はそ

の次となった場合には、建設する川崎さんの思惑が全部通ってしまうようになるわけです

ね。 

 だから、私はこういうものをもう手法上しようがないというのもあるんかなと思います

けど、任せっきりで、結果的には業者の思うとおりというようなことにならないような、

何かシステムをやっぱりつくっておく必要があるんじゃないかということだけ一言申し上

げておきます。 

○議長（行重 延昭君）  ほかにありませんか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  以上で報告第２７号を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  報告第２４号平成２３年度及び平成２４年度決算に基づく健全化判断比率の修正の報

告について   

○議長（行重 延昭君）  報告第２４号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  報告第２４号平成２３年度及び平成２４年度決算に基づく健全

化判断比率の修正の報告について御説明申し上げます。 

 本案は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、平成

２４年９月及び平成２５年９月の市議会定例会において御報告いたしました平成２３年度

及び平成２４年度決算に基づく健全化判断比率のうち、各年度の将来負担比率の数値に誤

りがあり、それらを修正いたしましたので御報告申し上げるものでございます。 

 内容といたしましては、平成２３年度の将来負担比率について、９．３％といたしてい

たものを５．５％に、平成２４年度の将来負担比率については３．２％としていたものを

比率なしに修正したものでございます。 
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 今後はこのようなことがないよう確認作業の徹底を図ってまいりたいと存じます。 

 以上、御報告申し上げます。 

○議長（行重 延昭君）  本件に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  以上で報告第２４号を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  報告第２５号平成２５年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告につ

いて   

○議長（行重 延昭君）  報告第２５号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  報告第２５号平成２５年度決算に基づく健全化判断比率及び資

金不足比率の報告について御説明申し上げます。 

 本案は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の

規定により、平成２５年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率を監査委員の意

見書をつけて御報告申し上げるものでございます。 

 まず、健全化判断比率でございますが、実質赤字比率及び連結実質赤字比率につきまし

ては、実質収支が黒字であるため、比率なしとなっております。 

 実質公債費比率につきましては３．９％、将来負担比率につきましては、将来負担すべ

き実質的な負債がなくなったことから比率なしとなっており、いずれの数値も早期健全化

基準を大きく下回っているものでございます。 

 次に、資金不足比率でございますが、これは特別会計のうち法の規定による公営企業会

計に該当する索道事業特別会計、と場事業特別会計、青果市場事業特別会計、水道事業会

計、工業用水道事業会計及び公共下水道事業会計が対象となるものでございます。 

 いずれの特別会計も資金不足を生じておりませんので、比率なしとなっております。 

 平成２５年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率による本市の財政状況は、

健全性を確保している段階に位置づけられるものではございますが、今後も厳しい財政状

況が予測されますので、無駄を排除したスリムな行財政運営により財政の健全性を堅持し

てまいりたいと存じます。 

 以上、御報告申し上げます。 

○議長（行重 延昭君）  本件に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（行重 延昭君）  以上で報告第２５号を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  認定第 １号平成２５年度決算の認定について   

  議案第７０号平成２５年度防府市水道事業剰余金の処分について   

  認定第 ２号平成２５年度防府市上下水道事業決算の認定について   

○議長（行重 延昭君）  認定第１号、議案第７０号及び認定第２号の３議案を一括議題

といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  認定第１号平成２５年度決算の認定について、議案第７０号平

成２５年度防府市水道事業剰余金の処分について及び認定第２号平成２５年度防府市上下

水道事業決算の認定についての３議案について一括して御説明申し上げます。 

 まず、認定第１号平成２５年度決算の認定について御説明申し上げます。 

 この決算は、地方自治法第２３３条第３項の規定により、監査委員の意見を付して議会

の認定をいただくものでございます。 

 なお、地方自治法第２４１条第５項の規定により、決算書末尾の基金の運用状況を示す

書類及びこれに対する監査委員の意見書をあわせて提出いたしております。 

 また、決算の各部門における主要な施策の成果を説明する書類も資料として配付いたし

ておりますので、ごらんいただきますようお願い申し上げます。 

 決算の概要を申し上げますと、一般会計におきまして予算現額４２３億１，５２０万６，

２９１円に対しまして、収入済額は４１６億４，３８０万２，３５１円、支出済額は

３９４億９，６５１万９５０円と相成り、歳入歳出差引額は２１億４，７２９万１，

４０１円となりますが、繰越明許費、継続費及び事故繰り越しの繰越金として、翌年度へ

繰り越すべき財源が５億５，２２２万９，５５１円必要となるため、実質収支で１５億９，

５０６万１，８５０円の黒字決算となっております。 

 しかしながら、引き続き厳しい財政状況にあることを十分認識し、効率的な行政運営と

財政の健全化に、なお一層の努力を傾注してまいる所存であります。 

 次に、特別会計でございますが、まず競輪事業特別会計につきましては、予算現額

１１１億４，０１９万２，０００円に対しまして、収入済額は１１０億７，６９７万３，

１８８円、支出済額は１０７億３，２３２万２，８７８円と相成り、歳入歳出差引額３億

４，４６５万３１０円を翌年度へ繰り越しているものでございます。 

 次に、国民健康保険事業特別会計でございますが、予算現額１３５億６，３５３万円に
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対しまして、収入済額は１３７億９，４５９万２，９７２円、支出済額は１２７億２，

２４５万９，４２０円と相成り、歳入歳出差引額１０億７，２１３万３，５５２円を翌年

度へ繰り越しているものでございます。 

 次に、索道事業特別会計でございますが、予算現額６，８０１万９，０００円に対しま

して、収入済額、支出済額とも６，２１７万４，０１４円と相成り、歳入歳出差引額はゼ

ロとなっております。 

 次に、と場事業特別会計でございますが、予算現額１，２００万６，０００円に対しま

して、収入済額、支出済額とも１，１３２万３，５５６円と相成り、歳入歳出差引額はゼ

ロとなっております。 

 次に、青果市場事業特別会計でございますが、予算現額４，９１９万４，０００円に対

しまして、収入済額、支出済額とも４，６５９万２７９円と相成り、歳入歳出差引額はゼ

ロとなっております。 

 次に、駐車場事業特別会計でございますが、予算現額２，６８４万３，０００円に対し

まして、収入済額は２，８５４万４，１２５円、支出済額は２２０万７，２２３円と相成

り、歳入歳出差引額２，６３３万６，９０２円を翌年度へ繰り越しているものでございま

す。 

 次に、交通災害共済事業特別会計でございますが、予算現額１，９４０万７，０００円

に対しまして、収入済額は１，７５５万７，５３１円、支出済額は１，００１万５，

０３１円と相成り、歳入歳出差引額７５４万２，５００円を翌年度へ繰り越しているもの

でございます。 

 次に、介護保険事業特別会計でございますが、予算現額９４億５，７０５万円に対しま

して、収入済額は９４億７，５２１万６，３１０円、支出済額は９３億１，２８０万

５０１円と相成り、歳入歳出差引額は１億６，２４１万５，８０９円となりますが、繰越

明許費の繰越金として翌年度に繰り越すべき財源が５４５万２，０００円必要となるため、

実質収支で１億５，６９６万３，８０９円の黒字決算となっております。 

 最後に、後期高齢者医療事業特別会計でございますが、予算現額１５億５，０３６万３，

０００円に対しまして、収入済額は１５億５，１２１万２，９４４円、支出済額は１５億

１，７３１万６，９２１円と相成り、歳入歳出差引額３，３８９万６，０２３円を翌年度

へ繰り越しているものでございます。 

 続きまして、議案第７０号平成２５年度防府市水道事業剰余金の処分について御説明申

し上げます。 

 本案は、地方公営企業法第３２条第２項の規定により、当年度未処分利益剰余金のうち、
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平成２５年度決算に伴う当年度純利益相当額を企業債の償還財源とするため、減債積立金

として処分することについて議会の議決をいただくものでございます。 

 内容につきましては、お手元の平成２５年度防府市水道事業剰余金処分計算書にお示し

しておるとおりでございますが、未処分利益剰余金のうち当年度純利益相当額の２億８，

１９３万２，５０５円を減債積立金として処分し、残りの２億円につきましては、翌年度

に繰り越すものでございます。 

 続きまして、認定第２号平成２５年度防府市上下水道事業決算の認定について御説明申

し上げます。 

 この決算は、地方公営企業法第３０条第４項の規定により、監査委員の意見を付して議

会の認定をいただくものでございます。 

 まず、水道事業会計について御説明いたします。 

 概要につきましては、決算書の１６ページの決算附属書類にお示ししておるとおりでご

ざいますが、業務量は年間総配水量が１，３２８万９００立方メートル、年間総有収水量

が１，２１０万４，５１４立方メートルとなり、有収率は９１．１％となりました。今後

とも老朽管の更新及び漏水調査等を継続的に実施し、限りある水資源の有効活用に努めて

まいりたいと存じます。 

 建設改良事業では、未給水地区等の配水管約６００メートルの布設工事、老朽管及び漏

水多発配水管約９，７００メートルの布設替工事を施工いたしました。 

 経営状況は、収入総額が２０億４，０８８万６，２２５円、費用総額が１７億５，

８９５万３，７２０円と相成り、差し引き２億８，１９３万２，５０５円の当年度純利益

を計上いたしました。 

 資本的収支につきましては、決算書の８ページ及び９ページにお示ししておるとおりで

ございますが、収入額４億９，９４５万７，３１４円から翌年度へ繰り越される支出の財

源に充当する額４１万９７５円を差し引いた額が４億９，９０４万６，３３９円、支出額

が１４億６，３３４万１，９０２円と相成り、差し引き９億６，４２９万５，５６３円の

収入不足となりましたが、８ページ欄外にお示ししておるとおり補痾いたしております。 

 今後の事業計画につきましては、水需要の動向を注視し、事業の優先度を勘案しながら

進めると同時に、経営の効率化を徹底してまいりたいと存じます。 

 次に、工業用水道事業会計について御説明いたします。 

 概要につきましては、決算書の６３ページの決算附属書類にお示ししているとおりでご

ざいますが、施設の維持管理に重点を置き、安定給水に努めてまいりました。 

 経営状況は、収益総額が１億４，６０７万９，５４５円、費用総額が１億２，１９８万
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５，１５５円と相成り、差し引き２，４０９万４，３９０円の当年度純利益を計上いたし

ました。 

 資本的収支につきましては、決算書の５４ページ及び５５ページにお示ししておるとお

りでございますが、収入済額がゼロ、支出済額が４５７万２，１６１円と相成り、差し引

き４５７万２，１６１円の収入不足となりましたが、５４ページ欄外にお示ししておると

おり補痾いたしております。 

 なお、５８ページにお示ししています平成２５年度防府市工業用水道事業剰余金処分計

算書におきまして未処分利益剰余金３億１，８５６万７，９２７円を翌年度に繰り越して

おります。 

 工業用水道事業につきましては、今後とも事業運営の効率化と経費削減に努めることに

より健全経営を続けてまいりたいと存じます。 

 最後に、公共下水道事業会計について御説明いたします。 

 概要につきましては、決算書の９０ページの決算附属書類にお示ししておるとおりでご

ざいますが、業務量は処理区域内人口が７万４，５５３人、水洗化人口が６万６，

２７１人、年間有収水量が７３２万７，５８３立方メートルとなりました。今後とも衛生

的で快適な生活環境を確保するため、未普及地区への管渠の布設、事業計画区域外の区域

における合併処理浄化槽の普及促進に努めてまいりますとともに、施設の整備や長寿命化

工事を施工してまいりたいと存じます。 

 建設改良事業では、約１万２，０００メートルの汚水管布設工事及び雨水排水路工事を

施工するとともに、平成２０年度からの継続事業であります勝間ポンプ場建設事業、平成

２４年度から繰り越した防府浄化センターの機械濃縮棟建設工事等の施設整備を行いまし

た。 

 経営状況は、収益総額が２０億８，３２９万９，１７７円、費用総額が２０億３，

４２３万６，３５１円と相成り、差し引き４，９０６万２，８２６円の当年度純利益を計

上いたしました。 

 資本的収支におきましては、決算書８２ページ及び８３ページにお示ししておるとおり、

収入額２１億３，５０４万１，４９６円から翌年度へ繰り越される支出の財源に充当する

額３億２，６１０万円を差し引いた額は１８億８９４万１，４９６円、支出額は３２億２，

５７７万２，６４５円と相成り、差し引き１４億１，６８３万１，１４９円の収入不足と

なりましたが、８２ページ、欄外にお示ししておるとおり補痾いたしております。 

 なお、決算書８６ページにお示ししております平成２５年度防府市公共下水道事業剰余

金処分計算書におきまして未処分利益剰余金９，８９４万３，２７１円を翌年度に繰り越
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しております。 

 以上、３議案について御説明いたしましたが、平成２５年度決算の認定について及び平

成２５年度防府市上下水道事業決算の認定についての２議案につきましては先ほど申し述

べましたように、監査委員の審査意見書、その他関係附属書類をお届けいたしております。 

 よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君）  ただいまの補足説明に対し、これより質疑を求めます。 

 まず、認定第１号に対する質疑を求めます。ありませんか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  認定第１号に対する質疑を終結します。 

 次に、議案第７０号に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  議案第７０号に対する質疑を終結します。 

 次に、認定第２号に対する質疑を求めます。ありませんか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  認定第２号に対する質疑を終結してお諮りいたします。認定第

１号、議案第７０号及び認定第２号の３議案については、なお審査の要があると認めます

ので認定第１号は、１２名の委員をもって構成する一般・特別会計決算特別委員会を設置

し、同委員会に付託としたいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、認定第１号につきまして

は１２名の委員をもって構成する一般・特別会計決算特別委員会を設置し、これに付託と

決定をいたしました。 

 これより、一般・特別会計決算特別委員会の委員を防府市議会委員会条例第８条第１項

の規定により、次のとおり御指名をいたします。 

 事務局長より報告いたさせます。 

○議会事務局長（中村 郁夫君）  御報告いたします。 

 安藤議員、今津議員、久保議員、清水議員、平田議員、松村議員、三原議員、安村議員、

山下議員、山田議員、山本議員、和田議員、以上の１２名でございます。 

○議長（行重 延昭君）  次に、議案第７０号及び認定第２号の２議案につきましては、

１１名の委員をもって構成する上下水道事業決算特別委員会を設置し、同委員会に付託し

たいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第７０号及び認定第

２号の２議案につきましては、１１名の委員をもって構成する上下水道事業決算特別委員

会を設置し、これに付託と決定をいたしました。 

 これより上下水道事業決算特別委員会の委員を防府市議会委員会条例第８条第１項の規

定により、次のとおり御指名をいたします。 

 事務局長より報告いたさせます。 

○議会事務局長（中村 郁夫君）  報告いたします。 

 上田議員、河杉議員、木村議員、重川議員、髙砂議員、田中健次議員、田中敏靖議員、

中林議員、橋本議員、藤村議員、山根議員、以上の１１名でございます。 

○議長（行重 延昭君）  ここで一般・特別会計決算特別委員会及び上下水道事業決算特

別委員会の正副委員長の互選をお願いいたします。 

 両委員会開催のため、暫時休憩といたします。 

 なお、一般・特別会計決算特別委員会の開催場所は１階の議会運営委員会室、上下水道

事業決算特別委員会の開催場所は１階の第１委員会室ですので、よろしくお願いをいたし

ます。 

 暫時休憩いたします。 

午前１０時５６分 休憩 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

午前１１時１８分 開議 

○議長（行重 延昭君）  休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

 休憩中に一般・特別会計決算特別委員会及び上下水道事業決算特別委員会が開催され、

それぞれの正副委員長が選出されましたので、御報告をいたします。 

 一般・特別会計決算特別委員会の委員長には、山田議員、副委員長には久保議員、上下

水道事業決算特別委員会の委員長には河杉議員、副委員長には橋本議員、以上でございま

す。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第７１号防府市避難行動要支援者名簿の提供に関する条例の制定について   

○議長（行重 延昭君）  議案第７１号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  議案第７１号防府市避難行動要支援者名簿の提供に関する条例

の制定について御説明申し上げます。 
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 本案は、災害対策基本法の規定により、災害の発生時などにみずから避難することが困

難であり、その円滑かつ迅速な避難の確保を図るために特に支援を要する者である避難行

動要支援者について、地域防災計画の定めるところにより避難行動要支援者名簿を作成し、

その名簿情報を避難支援などの実施に携わる避難支援等関係者へ提供するに当たり、必要

な事項を定めるため条例を制定しようとするものでございます。 

 名簿情報の避難支援等関係者への提供につきましては、避難支援等関係者による災害時

の円滑かつ迅速な避難支援等の実施を支援し、もって避難行動要支援者の生命または身体

を災害から保護することを目的とするものでございます。 

 主な内容といたしましては、災害対策基本法の規定に基づき、避難行動要支援者名簿に

掲載された者から名簿情報の提供について拒否の申し出がなければ、災害の発生時などに

限らず、あらかじめ本人の同意を得ることなく名簿情報を避難支援等関係者へ提供できる

こととすること、名簿情報を提供する場合には避難支援等関係者との間で取り扱いに関す

る協定を締結すること、避難支援等関係者の守秘義務に関すること等について定めるもの

でございます。 

 よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君）  本案に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  質疑を終結してお諮りいたします。本案については、なお審査

の要があると認めますので、所属常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ございま

せんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第７１号については、

教育厚生委員会に付託と決しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第７２号防府市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の制定について   

  議案第７３号防府市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制

定について   

  議案第７４号防府市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条

例の制定について   

○議長（行重 延昭君）  議案第７２号から議案第７４号までの３議案を一括議題といた

します。 
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 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  議案第７２号から議案第７４号までの３議案について一括して

御説明申し上げます。 

 本３議案は、いわゆる子ども・子育て関連３法による関係法令の改正等に伴い、条例の

制定をしようとするものでございます。 

 主な内容につきましては、まず、議案第７２号防府市特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の運営に関する基準を定める条例の制定についてでございますが、本案は、子

ども・子育て支援法の公布により、平成２７年度から子ども・子育て支援新制度として市

町村の確認を受けた特定教育・保育施設または特定地域型保育事業所において、子どもが

教育・保育を受けた場合、施設型給付費または地域型保育給付費が支給されることとなり、

この支給の前提となる市町村による施設の確認の基準について、府令で定める基準に従い、

または基準を参酌して市の条例で定めることとされましたので、特定教育・保育施設等の

一般原則において、事業者が防府市暴力団排除条例で定める暴力団員でないことなど、暴

力団排除に関する規定を本市独自の基準として設け、これら以外の基準については、府令

で定める基準とするものでございます。 

 次に、議案第７３号防府市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

の制定についてでございますが、本案は、児童福祉法の改正に伴い従来の定員２０人以上

の認可保育所の枠組みに加え、定員が５人以下の家庭的保育事業、定員が６人から１９人

までの小規模保育事業、保育を必要としている子どもの家庭で保育を行う居宅訪問型保育

事業及び事業所内保育所のうち、当該事業所の従業員の子ども以外の地域の子どもに対し

ても保育施設を開放して保育を行う事業所内保育事業の４つの事業類型が新たに市町村認

可事業として設けられることとなり、これらの認可の基準について、省令で定める基準に

従い、または基準を参酌して市の条例で定めることとされましたので、家庭的保育事業者

等の一般原則において、事業者が防府市暴力団排除条例で定める暴力団員でないことなど、

暴力団排除に関する規定を本市独自の基準として設け、これら以外の基準については省令

で定める基準とするものでございます。 

 次に、議案第７４号防府市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の制定についてでございますが、本案は、児童福祉法の改正に伴い、これまで国の

ガイドライン等で定められておりました放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

事業について、省令で定める基準に従い、または基準を参酌して市の条例で定めることと

されましたので、放課後児童健全育成事業の一般原則において事業者が防府市暴力団排除
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条例で定める暴力団員でないことなど、暴力団排除に関する規定を本市独自の基準として

設け、これら以外の基準については省令で定める基準とするものでございます。 

 よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君）  本案に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  質疑を終結してお諮りいたします。本案については、なお審査

の要があると認めますので、所属常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ございま

せんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第７２号から議案第

７４号までの３議案については、教育厚生委員会に付託と決しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第７５号防府市手数料条例中改正について   

○議長（行重 延昭君）  議案第７５号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  議案第７５号防府市手数料条例中改正について御説明申し上げ

ます。 

 本案は、図書館利用者へのサービス向上を図るため、図書館資料のカラーでの複写を開

始することに伴い、カラーでの複写１枚につき５０円の手数料を新設しようとするもので

ございます。よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君）  本案に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  質疑を終結してお諮りいたします。本案については、なお審査

の要があると認めますので、所属常任委員会に付託としたいと思いますが、御異議ござい

ませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第７５号については、

教育厚生委員会に付託と決しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第７６号防府市営住宅設置及び管理条例中改正について   

○議長（行重 延昭君）  議案第７６号を議題といたします。 
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 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  議案第７６号防府市営住宅設置及び管理条例中改正について御

説明申し上げます。 

 本案は、中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する法律

の改正により、中国残留邦人等への支援給付の対象となる者に関する規定が変更されたこ

とに伴い、本市の市営住宅の入居者資格に関する規定について、これまでと同様、同法に

よる支援給付を受けている者を対象とすることができるよう所要の改正を行うものでござ

います。 

 よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君）  本案に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  質疑を終結してお諮りいたします。本案については、委員会付

託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、討論を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  討論を終結してお諮りいたします。本案については、これを可

決することに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第７６号については、

原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第７７号防府市保育所における保育に関する条例の廃止について   

○議長（行重 延昭君）  議案第７７号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  議案第７７号防府市保育所における保育に関する条例の廃止に

ついて御説明申し上げます。 

 本案は、「子ども・子育て支援法及び就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な

提供の推進に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法

律」の公布により、児童福祉法が改正されることに伴い、これまで市町村が条例で定める
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こととされておりました保育所において保育を行うことに関し、必要な事項について改正

された児童福祉法及び子ども・子育て支援法の規定により内閣府令で定めることとされ、

条例による規定が必要なくなったため、条例を廃止するものでございます。 

 よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君）  本案に対する質疑を求めます。１９番、田中健次議員。 

○１９番（田中 健次君）  この議案と一緒に示していただいております重要な政策等の

説明資料がありますが、これで条例については制定、全部改正、廃止については、重要な

政策等の説明資料を配付するということになっておりますが、「他の自治体の類似政策等

との比較検討」という欄が空欄でありますけれども、これ、他の自治体の状況について現

状でわかる範囲でお答えいただければと思います。 

○議長（行重 延昭君）  健康福祉部長。 

○健康福祉部長（藤津 典久君）  この３本の条例で、この１本の廃止条例につきまして

は、この９月、１２月議会で各市がそれぞれ廃止なり、やるということで、正式にはまだ、

各市の状況を全体としてはまだ把握しておりません。申しわけございません。 

○議長（行重 延昭君）  ほかにありませんか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  質疑を終結してお諮りいたします。本案については、委員会付

託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、討論を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  討論を終結してお諮りいたします。本案については、これを可

決することに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第７７号については、

原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第７８号平成２６年度防府市一般会計補正予算（第３号）   

○議長（行重 延昭君）  議案第７８号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。副市長。 

        〔副市長 中村  隆君 登壇〕 

○副市長（中村  隆君）  議案第７８号平成２６年度防府市一般会計補正予算（第
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３号）について御説明申し上げます。 

 まず、第１条におきまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２，３７１万３，

０００円を追加し、補正後の予算総額を４１２億９，１３２万７，０００円といたしてお

ります。 

 第２条の繰越明許費の補正につきましては、４ページの第２表にお示しいたしておりま

すように、防災ラジオ整備事業の繰越明許費を追加するものでございます。 

 第３条の債務負担行為の補正につきましては、５ページの第３表にお示しいたしており

ますように、市税等コールセンター業務委託について平成２９年度までの債務負担行為を

設定するとともに、防府市体育館ほか７施設指定管理経費につきまして平成３１年度まで

の債務負担行為を設定するものでございます。 

 第４条の地方債の補正につきましては、６ページの第４表にお示しいたしておりますよ

うに上水道事業出資に係る限度額を追加するとともに、臨時財政対策債に係る限度額を減

額するものでございます。 

 それでは、歳入歳出補正予算の内容につきまして、事項別明細書によりまして御説明を

申し上げます。 

 まず、歳出につきまして、その主なものを御説明申し上げます。１４ページをお願い申

し上げます。 

 上段の２款総務費１項総務管理費１目一般管理費の防災広報啓発推進事業につきまして

は、土砂災害特別警戒区域の指定に伴います土砂災害ハザードマップ改訂版の作成及び配

布に係る経費を計上いたしております。 

 次に、防災情報伝達体制整備事業につきましては、新たに同報系防災行政無線の放送内

容を市民の方が無料で確認することができるテレフォンサービスの実施に係る経費を計上

いたしております。 

 次に、７目財政調整基金費の財政調整基金積立金につきましては、繰越金の額の確定に

伴いまして、その２分の１相当額を財政調整基金に積み立てることといたしておりますの

で、既計上額との差額を計上いたしております。 

 次に、同じページ下段から１７ページ上段までの３款民生費２項児童福祉費１目児童福

祉総務費の養育支援訪問事業につきましては、支援家庭への訪問件数が当初の見込みより

増加しておりますので、訪問に係る謝礼金の増額を計上いたしております。 

 次に、子ども・子育て支援新制度準備業務につきましては、新たに子育て支援事業に関

する情報提供や相談等を行う利用者支援員の配置に係る経費を計上いたしております。 

 また、歳入におきましては、この経費に係る国・県補助金をあわせて計上いたしており
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ます。 

 次に、同じページ中段の４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費の水道事業会計

繰出金につきましては、水道管路耐震化事業におきまして通常事業費に上積みして実施い

たします事業費の４分の１を上限といたしまして、一般会計からの出資対象となりますの

で水道事業会計出資金を計上いたしております。 

 また、歳入におきましては、この経費に係る市債をあわせて計上いたしております。 

 次に、１８ページ上段の６款農林水産業費３項水産業費４目漁港建設費の漁港海岸堤防

等老朽化対策事業につきましては、老朽化対策を推進するため計画策定対象区域を拡大す

ることに伴います委託料の増額を計上いたしております。 

 また、歳入につきましては、この経費に係る国・県補助金をあわせて計上いたしており

ます。 

 次に、同じページの２段目の７款商工費１項商工費３目観光費の大河ドラマ誘客おもて

なし事業につきましては、観光客の受け入れ態勢のさらなる充実を図るため、シャトルバ

スの運行等に係る実行委員会への負担金を計上いたしております。 

 次に、同じページの３段目の９款消防費１項消防費３目消防施設費の消防車両等整備事

業につきましては、市内在住の杉本茂様から御寄附をいただきました消防活動充実のため

の指定寄附金を活用いたしまして、人員資機材搬送車の購入に係る経費を計上いたしてお

ります。 

 次に、同じページ下段から２１ページ上段までの１０款教育費４項社会教育費３目文化

財費の周防国衙跡等発掘調査事業につきましては、史跡周防国衙跡二町域周辺の拡張調査

等に係る経費を計上いたしております。 

 また、歳入におきましては、この経費にかかわる国庫補助金をあわせて計上いたしてお

ります。 

 次に、６目社会教育施設費の向島公民館建替事業につきましては、地質調査によりまし

て建替予定地の地盤が軟弱であることが判明をいたしました。そのため地盤改良に係る工

事費の増額を計上いたしております。 

 次に、同じページ下段の１４款予備費につきましては、今回の補正の収支をいたしまし

て、補正後の予備費を４億６４９万４，０００円といたしております。 

 次に、歳入でございますが、歳出で御説明を申し上げました以外の補正につきまして、

その主なものを御説明を申し上げます。 

 ８ページをお願いいたします。上段の１０款地方特例交付金につきましては、国の交付

決定によりまして減収補痾特例交付金の減額を計上いたしております。 
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 次に、同じページの２段目の１１款地方交付税につきましては、国の交付決定によりま

して普通交付税の増額を計上いたしております。 

 次に、１０ページの上から３段目の２０款繰越金につきましては、平成２５年度の決算

に伴います繰越金の額が確定をいたしましたので、既計上額との差額を計上いたしており

ます。 

 次に、１２ページの２２款市債１項市債の８目臨時財政対策債につきましては、発行可

能額の決定に伴います臨時財政対策債の減額を計上いたしております。 

 以上、議案第７８号につきまして御説明申し上げました。よろしく御審議のほど、お願

い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君）  本案に対する質疑を求めます。１８番、松村議員。 

○１８番（松村  学君）  補正予算書の１９ページでございます。３目の観光費の中で、

このたびの大河ドラマ展の実行委員会の負担金ということが計上されております。勉強会

でも詳しい御説明がありました。聞くところによると、仮設トイレの設置費用１月から

３月分ということで３００万円程度計上しとるというような話でしたけども、これ、一応

来年いっぱいまであるわけですから、仮設トイレを設置する費用として結局最終的に幾ら

必要なのかということを、まずお聞きしたいなと思います。 

○議長（行重 延昭君）  産業振興部長。 

○産業振興部長（山本 一之君）  今、まだ見積もりのほうお願いして、それが出てきて

ないので、はっきりした金額を申し上げられないんですけど、約１，６００万円から７，

０００万円ぐらいの費用がかかると見込んでます。（発言する者あり）１，６００万円か

ら１，７００万円。 

 以上です。 

○議長（行重 延昭君）  １８番、松村議員。 

○１８番（松村  学君）  そこで、ちょっとお尋ねなんですが、以前ここの北側に公園

がありまして、駐車場と公園も整備しようということで議論になったんですが、当然その

費用はなくなったわけですけども癩癩やらなかったわけですけども、もしそれをやってい

たら、ちょっと忘れたんです、教えてほしいんですけど、トイレだけの建設費用、改修費

用ですか、あれ幾らぐらいなんですか、雑駁でいいんでちょっと教えていただきたいなと

思います。 

○議長（行重 延昭君）  産業振興部長。 

○産業振興部長（山本 一之君）  今の件につきましては、ちょっと私のほうでは承知し

ておりません。 
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○議長（行重 延昭君）  土木都市建設部長。 

○土木都市建設部長（金子 俊文君）  ただいまお尋ねいただきました三田尻歴史公園の

中のトイレの改装費だったと思うんですけども、確か２，０００万円弱程度だったという

ふうに記憶しております。確かな数字は、済みませんが、ちょっと記憶の中ではございま

せん。 

○議長（行重 延昭君）  １８番、松村議員。 

○１８番（松村  学君）  御答弁ありがとうございました。雑駁ですから確定じゃない

ですけど、２，０００万円ぐらいであるということです。 

 ここで、実は２０１８年、今県が進めております維新１５０年で、そういった山口県内

で維新の香りを楽しめるような、大々的なそういった観光事業を今やろうとしておるわけ

です。この中で英雲荘というのは、歴史的にも七卿の都落ちがありまして、ここでかくま

われて九州のほうに逃げたと。まさに維新の幕開けをしたような香りのする施設でもあり

ます。 

 そうなってくると、またそのときに、１年、２年になるかわかりませんけど、仮設トイ

レをまた設置していくというような話にもなってくるのかなと。 

 また、もう１つ言いますと、勝間地区のほうでも今、議会報告会、また行政の執行部の

ほうにも、市長のほうにも御要望があると思いますけども、あそこの御船倉等の一体利用

として、やはりトイレが欲しいというような要望もあります。 

 そう考えますと２年分としても、今１，６００万円ということですから、２年借りりゃ

３，０００万円です。ということは建てたほうが安上がりというふうに、今後のあそこの

活性化、勝間地区英雲荘、御船倉の活性化も含めますと、やはりトイレを建設したほうが

費用対効果もあるのではないかと。この辺のところは当局では御検討されなかったのか、

ちょっとお尋ねしたいと思います。 

○議長（行重 延昭君）  産業振興部長。 

○産業振興部長（山本 一之君）  今の議員の説明の中でちょっと間違いがありますので。

２年間で１，７００万円掛ける２という説明でしたけど、これはいわゆる来年１年間使っ

て１，７００万円ぐらいを見込んでるということですので、その２倍という話ではござい

ません。一応今そこだけは訂正させてもらう……。 

○議長（行重 延昭君）  １８番、松村議員。 

○１８番（松村  学君）  では、最後にします。一応維新のときになったら多分１年じ

ゃ済まないと思いますし、もう既に借りるのが１，６００万円でしょ。建てるのが２，

０００万円ということは、そんなに変わらんわけですよね。今からもちろんそういったお
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客さんが、どんどんあそこへ集まってくるわけですから、まさに防府市としても誘客に努

めていくということからしますと、まさにあそこがそういった観光客の来やすい整備をし

ておかないとやっぱりいけないんじゃないかなと。行政の評価もそこでぐんと上がると思

うんですよね。 

 ですから、ぜひこれはもう検討していただきたいなと思うんですよね、今回、予算出て

ますけど、どうなんでしょうかね、その辺。ちょっと最後に御答弁いただいて、終わりた

いと思います。 

○議長（行重 延昭君）  市長。 

○市長（松浦 正人君）  議員の御指摘は私はもっともだと思って拝聴しております。内

部で議論はなかったのかということでしたが、大いにございました。大いに議論をしたん

ですが、何せ時間的に間に合わない。民間の力でやれば、場所さえ提供すれば、３，

０００万円でも２，０００万円でも英雲荘の景観にマッチした、しっかりしたトイレをつ

くることも可能かもしれませんが、公共が出動するとなると予算措置、その他等々してい

けば間に合いません。そこでやむを得ず、本当にやむを得ず仮設で、しかも少しでも快適

に用を足していただけるようなものということでの措置を講ぜざるを得なかったわけであ

ります。 

 新しい議会の方々は御存じありませんが、３年前に私どもは、英雲荘の隣のあの公園を

歴史公園という位置づけで、当然都市計画審議会にも諮って、お許しを得て癩癩というこ

とは地域住民の方々の御了承もとって、歴史公園として位置づけて、あちらに景観にマッ

チしたしっかりしたトイレを、あるいはバスがたしか２台だったか入れて、しかも一般乗

用車が１０数台入れる駐車場もつくって御提案をしたわけでございますが、残念ながら

３月議会において附帯決議なるものがなされて、その予算の執行を諦めざるを得ない事態

に相成ったことは、改選前の議席を得ておられた方々はよく御存じのことだと思います。 

 私どもとしては悔やまれてならないところでございますが、そういう経緯を踏まえての

今日であるわけでありまして、当時ではその予算３，０００数百万円だったと思いますが、

それをどうしたかというと、御船倉の横のトイレを立派なものにしております。御船倉の、

児童公園のところにあるトイレを立派なものにいたしたわけでありまして、今もっても英

雲荘の横の駐車場並びに景観にマッチしたトイレができておれば、このような予算措置も

しなくても済んだし、御指摘のとおり県がこれから力を入れられるであろう維新１５０年

という大きなお祭りごとに対応していく上においても、英雲荘の利用は一層増すに違いな

いと、このように思っているところでございますが、何せそういう状況でございましたの

で、私どもとしては議論百出したところでございますが、諦めざるを得なかったというこ
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とを御理解いただきたいと思っております。 

○議長（行重 延昭君）  １８番、松村議員。 

○１８番（松村  学君）  昔の議論をするべきではないと思いますけども、あのとき、

市長も誤解がありますが、地元の理解が得られなかったから結局やめざるを得なかったと

いうことです。地元はトイレはつくってほしいと、トイレはきれいにしてほしいという意

見があったんです。しかし、駐車場もつくらんならトイレもつくらんと、こういう話で終

わってしまったと。 

 ただ、こういう話を私今ここでしたいんじゃなくて、建設的に今後のことを考えると、

やっぱりやっていく方向で考えたほうがいいんじゃないかな。今でも僕は間に合うんじゃ

ないかと思います。まだ間に合うと思います。まだ３カ月以上ありますから、本当は予算

措置してやっとけば間に合ったんじゃないかなと。 

 また、新年度入っても、仮設を設置して建設も両輪でやっていけば、当然賃貸料のほう

もかなり半分ぐらい減額できると思うし、またその費用を建設費に回せばトイレも新しく

なるというふうに思います。それは一応意見でございますので、ぜひまた検討していただ

きたいと思います。 

 以上です。 

○議長（行重 延昭君）  ほかにありませんか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  質疑を終結してお諮りいたします。本案については、なお審査

の要があると認めますので、所属常任委員会に付託としたいと思いますが、御異議ござい

ませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第７８号については、

予算委員会に付託と決定いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第７９号平成２６年度防府市競輪事業特別会計補正予算（第１号）   

  議案第８０号平成２６年度防府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）   

  議案第８１号平成２６年度防府市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）   

  議案第８２号平成２６年度防府市交通災害共済事業特別会計補正予算（第１号）   

  議案第８３号平成２６年度防府市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）   

  議案第８４号平成２６年度防府市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）   

○議長（行重 延昭君）  議案第７９号から議案第８４号までの６議案を一括議題といた
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します。 

 理事者の補足説明を求めます。副市長。 

        〔副市長 中村  隆君 登壇〕 

○副市長（中村  隆君）  議案第７９号から議案第８４号までの６議案につきまして、

一括して御説明申し上げます。 

 まず、１ページの議案第７９号平成２６年度防府市競輪事業特別会計補正予算（第

１号）につきましては、第１条におきまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４，

２５５万円を追加し、補正後の予算総額を１１１億７，００８万７，０００円といたして

おります。 

 第２条の債務負担行為につきましては、４ページの第２表にお示しいたしておりますよ

うに共同通信社杯開催経費につきまして、平成２７年度までの債務負担行為を設定すると

ともに、競輪場映像システム構築事業につきまして、平成３１年度までの債務負担行為を

設定するものでございます。 

 歳入歳出補正予算の内容につきましては、２ページをお願いいたします。 

 歳入におきましては、平成２５年度決算に基づきまして前年度繰越金の増額を計上いた

しますとともに、歳出におきましては、小倉競輪場において開催いたしますミッドナイト

競輪及び来年４月に開催いたします共同通信社杯に係る経費等を計上いたしまして、これ

らの収支差を予備費で調整をいたしているものでございます。 

 次に、１３ページの議案第８０号平成２６年度防府市国民健康保険事業特別会計補正予

算（第３号）につきましては、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億３，９４３万

１，０００円を追加し、補正後の予算総額を１３８億８，５５８万円といたしております。 

 歳入歳出補正予算の内容につきましては、１４ページをお願いいたします。 

 まず、歳入におきましては、特定健康診査等に係る国・県負担金の精算分及び基金繰入

金の減額を計上いたすとともに、平成２５年度決算に基づきまして前年度繰越金の増額を

計上いたしております。 

 次に、歳出におきましては、平成２５年度療養給付費等の確定に伴います国庫負担金等

返還金を計上いたすとともに、これらの収支差を予備費で調整をいたしております。 

 次に、２１ページの議案第８１号平成２６年度防府市駐車場事業特別会計補正予算（第

１号）及び２９ページの議案第８２号平成２６年度防府市交通災害共済事業特別会計補正

予算（第１号）の２会計につきましては、いずれも平成２５年度決算に基づきまして、歳

入におきましては前年度繰越金の増額を計上するとともに、歳出におきましては、同額を

予備費で調整をいたしております。 
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 次に、３７ページの議案第８３号平成２６年度防府市介護保険事業特別会牡補正予算

（第２号）につきましては、３８ページをお願いいたします。 

 まず、保険事業勘定の歳入でございますが、平成２５年度決算に基づきまして介護サー

ビス事業勘定からの繰入金及び前年度繰越金の増額を計上いたしております。 

 次に、保険事業勘定の歳出でございますが、平成２５年度決算に基づきまして、介護給

付費準備基金積立金の増額及び介護給付費等の確定に伴います国庫支出金等返還金を計上

いたしております。 

 次に、サービス事業勘定でございますが、４０ページをお願いいたします。 

 平成２５年度決算に基づきまして、歳入におきましては、前年度繰越金を計上するとと

もに、歳出におきましては、同額を保険事業勘定繰出金に計上いたしております。 

 最後になりますが、５１ページの議案第８４号平成２６年度防府市後期高齢者医療事業

特別会計補正予算（第１号）につきましては、歳入におきましては、平成２５年度決算に

基づきまして、前年度繰越金の減額を計上いたすとともに、歳出におきましては、後期高

齢者医療広域連合納付金の減額を計上いたしております。 

 以上、よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君）  ただいまの補足説明に対して、一括して質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  質疑を終結してお諮りいたします。ただいま議題となっており

ます６議案については、なお審査の要があると認めますので、所属常任委員会に付託した

いと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第７９号から議案第

８２号まで、及び議案第８４号の５議案については環境経済委員会に、議案第８３号につ

いては教育厚生委員会にそれぞれ付託と決定をいたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第８５号平成２６年度防府市水道事業会計補正予算（第１号）   

  議案第８６号平成２６年度防府市公共下水道事業会計補正予算（第１号）   

○議長（行重 延昭君）  議案第８５号及び議案第８６号の２議案を一括議題といたしま

す。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  議案第８５号及び議案第８６号につきまして、一括して御説明
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申し上げます。 

 まず、議案第８５号平成２６年度防府市水道事業会計補正予算（第１号）について御説

明申し上げます。 

 今回の補正は、国の繰出基準において平成２５年度までの時限措置であった水道管路耐

震化事業について、平成３０年度まで期間が延長されたことに伴い、一般会計出資金につ

いて１，９０３万６，０００円の増額を計上いたすものでございます。 

 また、資本的収支不足額の補痾財源につきましても、それぞれお示ししておりますよう

に変更いたすものでございます。 

 次に、議案第８６号平成２６年度防府市公共下水道事業会計補正予算（第１号）につい

て御説明申し上げます。 

 今回の補正は、受益者分担金及び分担金の一括納付額が見込みより多かったことにより、

一括納付に係る報償費について３１０万９，０００円の増額を計上いたすものでございま

す。 

 また、資本的収支不足額の補痾財源につきましても、それぞれお示ししておりますよう

に変更いたすものでございます。 

 よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君）  ただいまの補足説明に対して、一括して質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  質疑を終結してお諮りいたします。ただいま議題となっており

ます２議案については、なお審査の要があると認めますので、所属常任委員会に付託した

いと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第８５号及び議案第

８６号の２議案については環境経済委員会に付託と決定をいたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（行重 延昭君）  以上をもちまして、本日の日程は全て議了いたしました。 

 本日はこれにて散会をいたします。 

 次の本会議は、８日の午前１０時から一般質問を行いますので、よろしくお願いをいた

します。お疲れでございました。 

午後０時 １分 散会 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 
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 平成２６年９月２日 

 

             防府市議会議長    行 重 延 昭 

 

             防府市議会議員    藤 村 こずえ 

 

             防府市議会議員    和 田 敏 明 


	このページのトップ
	推進第３号人権擁護委員候補者の推薦について
	選任第３号防府市教育委員会委員の選任について
	報告第２３号防府地域振興株式会社の経営状況報告について
	報告第２６号契約の報告について
	報告第２７号変更契約の報告について
	報告第２４号平成２３年度及び平成２４年度決算に基づく健全化判断比率の修正の報告について
	報告第２５号平成２５年度決算に基づく健全化判断府立及び資金不足比率の報告について
	認定第１号平成２５年度決算の認定について
	議案第７０号平成２５年度防府市水道事業剰余金の処分について
	認定第２号平成２５年度防府市上下水道事業決算の認定について
	議案第７１号防府市避難行動要支援者名簿の提供に関する条例の制定について
	議案第７２号防府市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の制定について
	議案第７３号防府市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
	議案第７４号防府市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
	議案第７６号防府市営住宅設置及び管理条例中改正について
	議案第７７号防府市保育所における保育に関する条例の廃止について
	議案第７８号平成２６年度防府市一般会計補正予算（第３号）
	議案第７９号平成２６年度防府市競輪事業特別会計補正予算（第１号）
	議案第８０号平成２６年度防府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
	議案第８１号平成２６年度防府市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）
	議案第８２号平成２６年度防府市交通災害共済事業特別会計補正予算（第１号）
	議案第８３号平成２６年度防府市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
	議案第８４号平成２６年度防府市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
	議案第８５号平成２６年度防府市水道事業会計補正予算（第１号）
	議案第８６号平成２６年度防府市公共下水道事業会計補正予算（第１号）


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType true
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /@JustEditMark
    /00
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /BalloonD-ExtrBold
    /Batang
    /BatangChe
    /BellevueD-Regu
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldstyleBold
    /CenturyOldstyle-Bold
    /CenturyOldstyleItalic
    /CenturyOldstyle-Italic
    /CenturyOldstyleRoman
    /CenturyOldstyle-Roman
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /CRBajoka-R
    /CRCandGRyuurei-M
    /CRPCandGRyuurei-M
    /DCAi-W5-WING-RKSJ-H
    /DCAi-W5-WINP-RKSJ-H
    /DCAi-W5-WIN-RKSJ-H
    /DCCrystal-W5-WING-RKSJ-H
    /DCCrystal-W5-WINP-RKSJ-H
    /DCCrystal-W5-WIN-RKSJ-H
    /DCHigeMoji-W5-WING-RKSJ-H
    /DCHigeMoji-W5-WINP-RKSJ-H
    /DCHigeMoji-W5-WIN-RKSJ-H
    /DCHoLeiSho-W3-WING-RKSJ-H
    /DCHoLeiSho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DCHoLeiSho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DCKagoMoji-W12-WING-RKSJ-H
    /DCKagoMoji-W12-WINP-RKSJ-H
    /DCKagoMoji-W12-WIN-RKSJ-H
    /DCYoseMoji-W7-WING-RKSJ-H
    /DCYoseMoji-W7-WINP-RKSJ-H
    /DCYoseMoji-W7-WIN-RKSJ-H
    /DeVinneOrn
    /DFCraftSumi-W9-WING-RKSJ-H
    /DFCraftSumi-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFCraftSumi-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFCraftYu-W5-WING-RKSJ-H
    /DFCraftYu-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFCraftYu-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFFreeRyuyou-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFFreeRyuyou-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFFreeRyuyou-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFGiHi-W7-WING-RKSJ-H
    /DFGiHi-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFGiHi-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WIN-RKSJ-H
    /DFGyoSho-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFGyoSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFGyoSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Bd-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-XB-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-XB-WINP-RKSJ-H
    /DFKinBun-W3-WING-RKSJ-H
    /DFKinBun-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFKinBun-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFKoIn-W4-WING-RKSJ-H
    /DFKoIn-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFKoIn-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFLeiSho-SB-WING-RKSJ-H
    /DFLeiSho-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFLeiSho-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFPOPStencil-W7-WING-RKSJ-H
    /DFPOPStencil-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFPOPStencil-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFPPOP1-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFRenMenTai-Md-WIN-RKSJ-H
    /DFShinTen-W7-WING-RKSJ-H
    /DFShinTen-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFShinTen-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFSNGyoSho-W5-WING-RKSJ-H
    /DFSNGyoSho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFSNGyoSho-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFSoKing-W3-WING-RKSJ-H
    /DFSoKing-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFSoKing-W3-WIN-RKSJ-H
    /DHGyoSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DHHSGothic-W5-WINP-RKSJ-H
    /DHHSMincho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DHPGothic-EB-WIN-RKSJ-H
    /Dotum
    /DotumChe
    /edit
    /elena
    /EmbassyJS
    /EstrangeloEdessa
    /FC-ChibaPenjitai
    /FC-FudeKaishotai
    /FC-FukuroIma310
    /FC-FukuroIma513
    /FC-FukuroKanteiryuEdomoji
    /FC-FukuroKasaneMaruGothicH
    /FC-FukuroMaruGothictai-H
    /FC-Gothictai-B
    /FC-Gothictai-H
    /FC-Gothictai-L
    /FC-Gothictai-M
    /FC-GyoKaishotai
    /FC-HeiseiChubutoKakuGothictai
    /FC-HeiseiChubutoMinchotai
    /FC-HeiseiGokubutoKakuGothictai
    /FC-HeiseiGokubutoMaruGothictai
    /FC-HeiseiGokubutoMinchotai
    /FC-HeiseiKakuGothictai
    /FC-HeiseiMaruGothictai
    /FC-HeiseiMinchotai
    /FC-Higemoji
    /FC-Hikkitai
    /FC-Illust
    /FC-Ima108
    /FC-Ima205
    /FC-Ima310
    /FC-Ima407
    /FC-Ima513
    /FC-KageIma310
    /FC-KageIma513
    /FC-KageKanteiryuEdomoji
    /FC-KageKasaneMaruGothicH
    /FC-KageMaruGothictai-H
    /FC-KanteiryuEdomoji
    /FC-KasaneMaruGothicH
    /FC-KigouGothic
    /FC-KigouMincho
    /FC-Kyokashotai-L
    /FC-Kyokashotai-M
    /FC-MaruGothictai-B
    /FC-MaruGothictai-H
    /FC-MaruGothictai-L
    /FC-MaruGothictai-M
    /FC-Marumoji
    /FC-Minchotai-B
    /FC-Minchotai-H
    /FC-Minchotai-L
    /FC-Minchotai-M
    /FC-MouhitsuGyosho
    /FC-MouhitsuKaisho
    /FC-Reishotai
    /FC-SeiKaishotai-M
    /FC-SignBord16G
    /FC-TakahashiReishotai
    /FC-TanKointai
    /FC-Tile16G
    /FC-WebChubby
    /FC-WebLine
    /Fj-ChibaPenjitai
    /Fj-Cube16G
    /Fj-FudeKaishotai
    /Fj-FukuroIma310
    /Fj-FukuroIma513
    /Fj-FukuroKanteiryuEdomoji
    /Fj-FukuroKasaneMaruGothicH
    /Fj-FukuroMaruGothictai-H
    /Fj-Gothictai-B
    /Fj-Gothictai-H
    /Fj-Gothictai-L
    /Fj-Gothictai-M
    /Fj-GyoKaishotai
    /Fj-HeiseiChubutoKakuGothictai
    /Fj-HeiseiChubutoMinchotai
    /Fj-HeiseiGokubutoKakuGothictai
    /Fj-HeiseiGokubutoMaruGothictai
    /Fj-HeiseiGokubutoMinchotai
    /Fj-HeiseiKakuGothictai
    /Fj-HeiseiMaruGothictai
    /Fj-HeiseiMinchotai
    /Fj-Higemoji
    /Fj-Hikkitai
    /Fj-Ima108
    /Fj-Ima205
    /Fj-Ima310
    /Fj-Ima407
    /Fj-Ima513
    /Fj-KageIma310
    /Fj-KageIma513
    /Fj-KageKanteiryuEdomoji
    /Fj-KageKasaneMaruGothicH
    /Fj-KageMaruGothictai-H
    /Fj-KanteiryuEdomoji
    /Fj-KasaneMaruGothicH
    /Fj-Kyokashotai-L
    /Fj-Kyokashotai-M
    /Fj-MaruGothictai-B
    /Fj-MaruGothictai-H
    /Fj-MaruGothictai-L
    /Fj-MaruGothictai-M
    /Fj-Marumoji
    /Fj-Minchotai-B
    /Fj-Minchotai-H
    /Fj-Minchotai-L
    /Fj-Minchotai-M
    /Fj-MouhitsuGyosho
    /Fj-MouhitsuKaisho
    /Fj-Reishotai
    /Fj-SeiKaishotai-M
    /Fj-SignBord16G
    /Fj-TakahashiReishotai
    /Fj-TanKointai
    /Fj-Tile16G
    /Fj-WebChubby
    /Fj-WebLine
    /FO-Gothictai
    /FO-Gothictai-HANKAKU
    /FO-Gothictai-TOKUSYU
    /FO-Ima513
    /FO-Kyokashotai-L
    /FO-MaruGothictai-L
    /FO-Minchotai
    /FO-Minchotai-HANKAKU
    /FO-Minchotai-TOKUSYU
    /FO-MouhitsuGyosho
    /FO-MouhitsuKaisho
    /FO-TakahashiReishotai
    /FrakturJS
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FU-Gothictai
    /FU-Minchotai
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /GC-Special-Character
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Gothic720-BoldB
    /Gothic720-ItalicB
    /Gothic720-RomanB
    /GothicBBBPro-Medium
    /GothicMB101Pro-Bold
    /GothicMB101Pro-Heavy
    /GothicMB101Pro-Ultra
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /Haettenschweiler
    /HGGothicE
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGMinchoB
    /HGMinchoE
    /HGPGothicE
    /HGPMinchoB
    /HGPMinchoE
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSMinchoB
    /HGSMinchoE
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /HiraginoMin-W4-90msp-RKSJ-H
    /HiraginoMin-W4-90ms-RKSJ-H
    /HiraginoMin-W6-90msp-RKSJ-H
    /HiraginoMin-W6-90ms-RKSJ-H
    /HiraginoMin-W8-90msp-RKSJ-H
    /HiraginoMin-W8-90ms-RKSJ-H
    /Impact
    /JSGothic-Md
    /JSHSMinchoU-W3-WIN-RKSJ-H
    /JSMincho-Lt
    /JSPGothic-Md
    /JSPMincho-Lt
    /JSSGothic-Md
    /JSSMincho-Lt
    /Jun101Pro-Light
    /Jun201Pro-Regular
    /Jun34Pro-Medium
    /Jun501Pro-Bold
    /JustEditMark
    /JustHalfMark
    /JustHalfMarkG
    /JustKanaMark
    /JustKanaMarkG
    /JustOubunMark
    /JustOubunMarkG
    /JustUnitMark
    /JustUnitMarkG
    /JustWabunMark
    /JustWabunMarkG
    /Kartika
    /KyokaICAPro-Light
    /KyokaICAPro-Medium
    /KyokaICAPro-Regular
    /Latha
    /LucidaConsole
    /LucidaSans-Demi
    /LucidaSans-DemiItalic
    /LucidaSans-Italic
    /LucidaSansUnicode
    /Mangal-Regular
    /MicrosoftSansSerif
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiMinPro-MA31
    /MingLiU
    /MonotypeCorsiva
    /MotoyaGothic-W4-90mskp-RKSJ-H
    /MotoyaGothic-W4-90msp-RKSJ-H
    /MotoyaGothic-W4-90ms-RKSJ-H
    /MotoyaMaru-W3-90mskp-RKSJ-H
    /MotoyaMaru-W3-90msp-RKSJ-H
    /MotoyaMaru-W3-90ms-RKSJ-H
    /MotoyaMaru-W4-90mskp-RKSJ-H
    /MotoyaMaru-W4-90msp-RKSJ-H
    /MotoyaMaru-W4-90ms-RKSJ-H
    /MotoyaMincho-W3-90mskp-RKSJ-H
    /MotoyaMincho-W3-90msp-RKSJ-H
    /MotoyaMincho-W3-90ms-RKSJ-H
    /MotoyaMincho-W4-90mskp-RKSJ-H
    /MotoyaMincho-W4-90msp-RKSJ-H
    /MotoyaMincho-W4-90ms-RKSJ-H
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MS-UIGothic
    /MVBoli
    /NSimSun
    /OCRB
    /OCR-B
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /ParkAveD
    /PMingLiU
    /Raavi
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-Heavy
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShinseiKaiPro-CBSK1
    /Shruti
    /SimHei
    /SimSun
    /SkidoosD
    /Sylfaen
    /SymbolMT
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga-Regular
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /Vrinda
    /WarnockPro-Bold
    /WarnockPro-BoldCapt
    /WarnockPro-BoldDisp
    /WarnockPro-BoldIt
    /WarnockPro-BoldItCapt
    /WarnockPro-BoldItDisp
    /WarnockPro-BoldItSubh
    /WarnockPro-BoldSubh
    /WarnockPro-Capt
    /WarnockPro-Disp
    /WarnockPro-It
    /WarnockPro-ItCapt
    /WarnockPro-ItDisp
    /WarnockPro-ItSubh
    /WarnockPro-Light
    /WarnockPro-LightCapt
    /WarnockPro-LightDisp
    /WarnockPro-LightIt
    /WarnockPro-LightItCapt
    /WarnockPro-LightItDisp
    /WarnockPro-LightItSubh
    /WarnockPro-LightSubh
    /WarnockPro-Regular
    /WarnockPro-Semibold
    /WarnockPro-SemiboldCapt
    /WarnockPro-SemiboldDisp
    /WarnockPro-SemiboldIt
    /WarnockPro-SemiboldItCapt
    /WarnockPro-SemiboldItDisp
    /WarnockPro-SemiboldItSubh
    /WarnockPro-SemiboldSubh
    /WarnockPro-Subh
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


